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銀

行

信

用

膨

脹

に

(上)

就

て

の

中

谷

貰

第

預
金
(
本
源
的
預
金
と
滋
生
的
預
金
)

、，ノ

の
銀
行
に
於
け
る
貸
付
顕
張
可
能
限
度
イ
貸
付
銀
行
の
み
を
見
て
他
の
諸
銀
行
の
影
響
を
除
外
せ
る
場
合

fz、

司
銀
行
全
世
を
縛
指
し
て
見
た
る
場
合
に
於
け
る
貸
付
蟻
張
能
力

〆
z

、

(ロ)貸
11島 fず
の搬
諸張
銀可
干子古E
の限
影皮
響
を.(ー)
一-
J 個

絡
さき

支
排
準
備

(
以
上
本
時
刷
所
載
)

第
閉

第

第

る
場
合

第
五

結

第

緒

日

財
貨
の
疏
通
は
業
の
反
面
じ
於
て
必
令
貨
幣
の
流
通
を
件
ふ
可
き
も
り
で
あ
っ
て
、
此
の
事
は
、
貨
幣
鰹
酒
の

時
代
よ
り
進
み
て
信
用
経
済
の
時
代
に
入
ち
て
も
何
ら
盛
る
所
が
無
い
。
只
業
の
貨
幣
の
大
部
分
が
、
所
謂
現
金

な
る
形
態
よ
り
信
用
の
形
態
に
還
り
襲
・
り
た
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

斯
か
る
信
用
の
中
に
は
種
々
の
も
の
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
中
最
も
重
要
な
る
は
商
業
銀
行
の

造
り
出
す
信
用
で
ゐ
る
。
一
般
に
銀
行
信
用
な
る
言
葉
は
、
極
く
陵
昧
に
種
々
な
る
意
味
じ
用
ひ
ら
る
る
も
の
で

あ
っ
て
、
或
は
銀
行
が
其
の
顧
客
(
貸
付
割
引
要
求
者
)
に
典
ム
る
信
用
(
貸
付
割
引
)
の
み
を
意
味
し

吉
岡
戸
口
一
宮
等
)
、
或
は
其
の
顧
客
が
銀
行
に
奥
ふ
る
所
の
信
用
(
貸
付
割
引
に
依
る
手
取
金
を
預
金
に
振
替
え
る
場

合
)
を
意
味
す
る
事
も
ゐ
り
、
更
仁
又
銀
行
預
金
そ
の
も
の
ご
同
じ
意
味
仁
用
ひ
ら
る
る
場
合
も
あ
ム
。
故
に
私

も
之
を
以
て
ア
イ
ッ
ジ
ャ
ー
の
所
謂
流
通
信
用
(
円
一
-
g
g
z
z
m
D
a
5
2
の
意
に
解
し
、
営
座
預
金
又
は
預
金
通
貨

(
(
い
・
〉
・

説

銀
行
自
信
用
膨
脹
に
就
て

七
七

;苑

第
三
十
血
管

実A

七

第
大
時
事
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設

第
三
十
巻

ーと
j¥. 

第
六
時
現

九
三
八

苑

銀
行
自
信
用
膨
脹
に
就
で

(
詮
一
〉
を
指
す
事
ざ
す
る
。

註

今
日
目
社
曾
に
於
で
は
、
嘗
座
預
金
に
謝
し
て
振
出
き
る
L

所
の
小
切
手
が
、
鍵
貨
・
銀
行
券
等
と
共
に
、
支
抗
手
段
と
し
て
重
大
な
る

役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
之
が
貨
幣
と
し
て
の
職
能
を
遂
行
ナ
る
動
よ
り
、
旦
久
多
額
白
取
引
に
於
て
は
、
鍵
貨
刷
銀
行
券
等
に
比
し

て
謹
か
に
傑
利
で
あ
る
と
一
一
一
回
ふ
勤
よ
り
し
て
、
此
の
営
座
預
金
を
摘
し
て
一
般
に
預
金
通
貨
(
品
。
F

吉
田
門

2
2
3♀
w

間
一
三
聞
の
ム
と
呼
ん
で
ぬ
る

の
で
あ
る
。

斯
か
る
銀
行
信
用
郎
も
預
金
通
貨
は
.
或
は
鎮
貨
・
銀
行
穿
等
の
所
謂
現
金
を
直
接
に
預
入
れ
る
事
じ
依
り
、

戒
は
貸
付
割
引
の
手
取
金
を
貸
付
割
引
依
頼
人
の
営
庫
勘
定
に
撮
替
へ
・
る
事
(
銀
行
が
有
償
諦
券
等
ぞ
買
入
れ
、

其
の
代
金
を
貰
却
人
の
預
金
口
に
付
け
る
場
合
も
之
に
準
や
る
)

に
依
っ
て
遣
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
後
者
の
方
法
に
依
る
場
合
に
閲
し
て
は
、
失
の
二
様
の
貸
付
割
引
が
考
へ
ら
れ
る
。

朗
a
h
其
の
一
つ
は
、
受
入
れ
た
る
現
金
の
中
、
業
の
一
部
分
を
現
金
引
出
に
罰
す
る
準
備
金
さ
し
て
手
許
に
留

保
し
、
残
り
の
現
金
を
以
て
貸
付
を
行
ふ
方
法
で
ゐ
っ
て
、
此
の
際
銀
行
の
遣
出
せ
Z
預
金
通
貨
は
、
最
初
の
受

入
額
を
超
え
な
い
ち
の
で
あ
る
。
然
る
に
第
二
の
方
法
は
、
最
初
の
現
金
預
金
を
全
部
準
備
金
ざ
し
て
間
保
し
、

之
に
費
し
て
数
倍
乃
至
十
倍
に
近
き
貸
付
を
行
ム
方
法
で
あ
っ
て
、
銀
行
の
膨
脹
せ
る
信
用
は
、
最
初
に
受
入
れ

た
る
現
金
額
の
戴
倍
乃
至
十
倍
に
営
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
銀
行
の
取
引
先
は
、
銀
行
よ
ら
融
通
を
受
く
る
さ

同
時
に
銀
行
に
預
金
勘
定
を
聞
い
て
ゐ
て
、
銀
行
よ
り
の
借
入
金
は
、
一
膳
其
の
頭
金
に
振
替
へ
ら
れ
る
の
を
普

遁
の
慣
行
ざ
す
る
勤
よ
h
、
夏
日
し
又
、
今
日
の
商
業
銀
将
仁
一
於
て
は
、
業
の
嘗
座
預
金
が
直
接
携
込
ま
れ
た
る
現

金
よ
ち
成
る
事
が
少
く
、
大
部
分
は
貸
付
文
は
割
引
の
手
取
金
よ
り
成
る
さ
言
ふ
事
貫
よ
り
、
第
二
の
貸
付
方
法

T. T. lIolds""，yorth; rvloneァAndBanlang. 1915. P.5I. R. G. R~kcy;. The 
Banldng Process. p. 198， 及び Hah;': -Volk~wirtschanliche Theorie des 
Bankkredits. s. 20. s. '¥0 
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が
可
能
で
ゐ
る
さ
考
へ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

此
の
駄
じ
閲
し
て
は
、
従
来
能
否
の
論
が
感
で
め
っ
た
が
、
近
頃
(
忌
往
年
)
英
国
の
有
力
な
る
銀
行
家

y
1
プ

氏
(
垣
島
町
門
戸
向
島
が
強
〈
之
を
否
定
し
た
る
鴬
に
、
新
に
世
上
の
注
目
を
惹
き
、
一
層
激
し
き
論
争
の
種
さ
な

っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
之
に
付
て
の
議
論
の
相
異
は
、
要
す
る
に
立
論
の
基
礎
じ
於
て
、
一
一
個
の
銀
行
に
付

い
て
見
た
る
場
合
さ
、
銀
行
金
龍
ざ
し
て
見
た
る
場
合
さ
を
、
明
確
に
匝
別
せ
ざ
る
所
よ
り
出
で
た
る
も
の
で
あ

る
。
然
る
に
此
の
雨
者
を
明
確
に
匝
別
し
て
、
銀
行
が
信
用
膨
脹
を
篤
し
得
る
限
度
に
著
し
き
差
異
の
存
す
る
事

を
初
め
て
主
張
し
た
る
は
、
米
闘
の
プ
イ
η
ノ
ッ
プ
ス
敢
授
(
の
・
〉
・

5
一
一
一
一
一
臣
)
な
る
故
、
主
ざ
し
て
彼
に
従
ひ
て

考
容
を
進
め
る
事
ご
す
る
。

向
此
慮
に
断
っ
て
置
く
可
き
事
は
、
信
用
の
膨
脹
を
潟
す
は
商
業
銀
行
に
限
っ
た
事
で
は
な
く
、
夏
じ
叉
現
賓

の
商
業
銀
行
に
於
て
は
、
其
の
預
金
が
総
て
営
座
預
金
よ
り
成
る
も
の
で
は
な
く
、
定
期
預
金
、
貯
蓄
預
金
等
を

も
多
分
じ
有
す
る
静
で
あ
る
が
、
理
論
の
複
雑
さ
な
る
を
越
げ
る
翁
に
、
一
鹿
、
商
業
銀
行
の
み
を
闘
題
ざ
し
、

而
る
葉
の
預
金
は
総
て
営
座
預
金
よ
り
成
る
も
の
さ
仮
定
す
る
。
郎
ち
純
粋
な
る
商
業
銀
行
を
仮
定
し
て
、
其
の

信
用
を
膨
脹
す
る
過
程
に
於
げ
る
諸
要
素
を
考
察
し
、
以
て
一
一
個
の
銀
行
に
於
け
る
場
合
さ
、
銀
行
金
曜
を
包
括

し
て
見
た
る
場
合
ご
に
於
り
る
、
信
用
膨
脹
の
可
能
限
度
を
明
か
じ
し
た
い
の
で
あ
る
。

第
二

支

備

梯

準

商
人
が
日
々
の
貰
上
金
又
は
月
下
不
用
の
現
金
を
銀
行
に
預
託
す
る
の
は
、
賭
来
起
り
得
ぺ
き
賛
金
の
必
要
仁

説

第
三
十
傘

ーと
九

第
六
就

銀
行
の
信
用
膨
脹
に
就
て

九
=
一
丸

苑

5) H. Withers ; The Meaning of Money. p. 63 其の他多〈の著書に記されて
ゐる。
此 e監に関しては、 C.A. Phillipsが某白書 BankCredi t pp. 34ーがに於
て Hor~ce V¥7'hi teの説明を引用しゐる。
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設

苑

銀
行
の
信
用
膨
脹
に
就
て

第
三
十
巻

九
問
。

第
六
競

f、
O 

際
し
℃
、
何
時
じ
て
も
之
が
梯
艮
し
を
受
け
得
る
事
を
信
壱
る
が
震
で
あ
り
、
克
仁
一
久
小
切
手
が
支
梯
手
段
ざ
し

て
効
力
を
有
す
る
の
も
、
ぞ
れ
が
何
時
に
で
も
現
金
に
換
え
ら
れ
得
る
芝
の
信
用
あ
る
が
震
で
あ
る
。
此
の
事
は

商
業
銀
行
仁
於
げ
る
預
金
が
、
業
の
銀
行
に
ご
り
て
は
要
求
梯
の
債
務
な
る
事
を
示
し
て
ゐ
る

0

・
商
人
ご
雄
も
、

商
品
の
仕
入
、
傭
人
の
給
料
文
明
、
又
は
利
子
及
び
地
代
の
支
榔
等
の
裁
仁
、
常
仁
債
務
を
負
ふ
で
あ
ら
う
。
然
し

乍
ら
彼
等
の
債
務
は
履
行
の
時
期
が
確
定
せ
る
か
、
又
は
時
四
角
し
得
る
が
故
に
、
堂
一
の
聞
に
容
易
に
資
金
を
調
達

し
得
る
も
の
で
あ
る
。
殊
に
必
要
に
際
し
で
は
、
支
榔
延
期
の
交
渉
を
も
な
す
事
一
か
出
来
る
で
あ
ら
う
。
然
る
じ

銀
行
の
債
務
は
金
〈
+
ん
だ
性
鷹
セ
岡
持
仁
し
、
何
時
其
の
抑
炭
松
要
求
さ
れ
る
か
も
知
れ
や
も
且
支
抽
抑
砥
期
の
如
き

交
捗
を
も
震
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
若
し
一
個
の
銀
行
に
で
も
支
梯
停
止
を
な
す
が
如
き
場
合
に
は
、
金
融

界
全
般
に
亘
っ
て
一
大
混
凱
を
惹
起
す
る
が
如
き
事
さ
な
る
で
あ
ら
う
。
故
に
銀
行
の
預
金
者
が
只
一
人
で
あ
る

な
ら
ば
、
銀
行
は
、
某
の
預
金
金
額
を
支
梯
準
備
さ
し
て
留
保
す
る
必
要
が
あ
る
課
で
あ
る
が
、
官
際
は
然
ら
ず

し
て
、
数
千
敷
高
の
預
金
者
を
有
し
、
而
も
日
々
の
排
艮
要
求
額
は
、
賢
際
土
其
の
預
金
締
額
の
一
小
部
分
に
し

か
過
ぎ
ぎ
る
有
様
で
あ
る
。
斯
く
て
銀
行
は
、
此
の
小
額
に
封
し
て
の
み
充
分
な
る
準
備
金
を
保
有
す
れ
ば
、
以

て
安
全
旦
固
滑
に
其
の
職
能
を
果
し
得
る
謹
円
で
あ
っ
て
、
残
俸
の
額
は
有
利
な
る
貸
付
に
よ
っ
て
牧
盆
を
鷲
ら
し

得
る
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
葉
の
安
金
な
る
準
備
牽
は
、
如
何
に
し
て
決
定
さ
る
や
さ
言
へ
ば
、
そ
は
究
極
仁
於
て
は
銀
行
家
の
分

別

(
H
J
E
g
n
m
)
じ
よ
り
て
定
ま
る
ち
の
な
る
が
、
而
も
街
、
従
来
の
経
験
及
び
同
種
他
銀
行
の
貰
績
が
、
業
の

重
大
な
る
決
定
要
素
た
る
は
疑
な
き
所
で
あ
る
。
更
に
其
の
準
備
宰
は
、
一
閣
の
艦
棒
組
織
の
異
る
に
従
ひ
て
、



盤
化
す
る
も
の
な
る
事
も
言
ふ
を
侯
た
な
い
。
例
へ
ば
若
し
、
交
通
運
輸
の
機
闘
が
後
遺
し
て
現
金
の
轍
還
が
容

易
且
迅
蓮
ざ
な
り
、
骨
凋
に
不
時
の
必
要
じ
際
し
て
現
金
不
足
額
を
調
達
す
る
事
が
迅
速
ご
な
れ
ば
、
銀
行
は
多
少

其
の
準
備
率
を
低
下
す
る
も
向
安
全
な
る
可
〈
、
更
に
又
、
準
備
金
の
集
中
の
行
は
る
る
如
き
場
合
に
は
、
銀
行

を
し
て
、
遥
か
に
低
率
の
準
備
金
を
以
て
確
買
な
る
現
金
保
謹
を
奥
へ
し
む
る
事
さ
な
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、

安
全
な
る
準
備
率
を
客
観
的
に
判
定
す
る
事
は
、
甚
だ
困
難
な
る
事
柄
で
あ
る
が
、
大
韓
に
於
て
(
米
岡
で
は
)
預

金
の
一
凱
内
外
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
へ
詮
二
)

時
三
河
上
博
士
は
、
フ
イ
ツ
シ
ャ

1
教
授
の
数
量
設
を
批
評
せ
る
刊
金
ト
信
用
ト
物
償
』
中
に
《
て
、
銀
行
の
常
肱
預
金
と
、
英
の
準
備
と
な
れ

。

る
貨
常
綴
と
の
聞
に
は
、
決
し
て
一
定
の
比
率
が
保
た
れ
居
ら
ざ
る
事
を
詮
明
し
て
居
ら
れ
る
。
成
替
、
長
会
、
年
月
に
亘
る
経
験
的
事
貨
を
見

。
な
ら
ば
、
英
の
問
に
大
な
る
同
盟
動
も
認
め
引
で
つ
が
.
一
定
の
時
期
に
於
て
各
銀
行
が
安
全
と
叫
仙
む
る
準
備
前
中
は
大
慨
“
定
2
司
も
の
で
あ

っ
て
、
統
計
数
字
上
求
め
得
る
所
の
も
の
で
あ
る
。

次
に
支
梯
準
備
の
性
質
が
前
越
の
如
き
も
の
な
る
以
上
は
、
銀
行
の
保
有
す
べ
き
準
備
資
金
は
先
づ
第
一
に
現

金
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
銀
行
の
金
庫
中
に
存
す
る
錆
賞
、
銀
行
券
等
の
手
詐
有
高
で
あ
る
(
現
貰
の
場

合
に
は
、
術
此
の
外
に
、
中
央
銀
行
に
於
げ
る
預
金
が
加
へ
ら
れ
る
は
勿
論
の
事
で
あ
る
)
九
之
が
銀
行
に
於
け
る

支
梯
準
慌
の
第
一
隷
に
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
倫
此
の
外
に
幾
多
の
準
備
金
が
考
へ
ら
れ
る
。
卸
も
先
づ
銀
行
の

受
入
れ
た
る
手
形
小
切
手
の
内
、
翌
日
手
形
交
換
所
に
持
出
し
て
決
構
し
得
ぺ
き
ち
の
は
、
翌
日
に
は
現
金
さ
な

h
得
る
が
故
に
準
備
金
さ
見
倣
さ
れ
得
可
〈
、
更
に
又
、
他
銀
行
へ
の
預
金
及
び
コ

I
Y
貸
、
議
ぴ
に
銀
行
所
有

の
確
貫
な
る
有
債
謹
券
等
も
、
亦
支
梯
準
備
金
ざ
見
倣
す
を
得
る
で
あ
ら
う
。
蓋
し
第
一
衣
的
準
備
金
た
る
現
金

が
、
何
等
か
の
理
由
に
よ
り
て
其
の
安
全
率
以
下
に
低
下
し
た
る
場
合
に
は
、
直
ち
に
之
が
補
充
に
役
立
ち
得
る

主党

銀
行
自
信
用
膨
脹
に
就
て

i¥. 

第
三
十
巻

dlf!: 

:iu 
阿

第
六
裁

R. G. Rodkey; The Banking Process目 刊28，p. 40・p.64 
c'A‘phillips; Bank Crcdit. 1928， pp. 97-98 
此自問題を取扱へる米圏の皐者は絡でJとを認めてゐる。
河上博土著「金ト信用ト物債J(京都法軍曹r~行法律撃鰹務撃肝究叢書第十
二勝)七五頁一八O頁

7) 



設

苑

銀
行
自
信
用
膨
脹
に
就
て

jt; 
四

第
三
十
巻

第
六
披

A 

が
故
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
斯
か
る
も
の
を
支
梯
準
備
金
ざ
す
る
事
に
付
て
は
、
突
の
諸
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

却
も
先
づ
、
交
換
所
持
出
の
手
形
及
び
ゃ
小
切
手
は
、
交
換
所
に
於
て
他
の
諸
銀
行
よ
り
呈
示
さ
る
る
も
の
さ
相

殺
さ
れ
、
唯
其
の
差
額
の
み
が
現
金
さ
な
る
も
の
で
あ
る
(
普
通
は
、
中
央
銀
行
に
於
け
る
預
金
残
高
の
増
加
さ

し
て
表
は
れ
る
)
。
故
に
一
個
の
銀
行
の
立
場
に
於
て
は
支
抑
準
備
金
さ
見
倣
さ
れ
得
る
も
、
之
は
同
時
に
他
の

銀
行
に
於
げ
る
準
備
金
の
減
少
を
佳
件
さ
せ
る
故
に
、
銀
行
会
醒
の
立
場
に
於
て
は
到
底
支
抽
準
備
金
さ
見
倣
さ

れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
更
じ
又
一
、

2
1
Y
貸
J
Y

」
か
同
業
者
聞
の
預
金
の
如
き
も
の
も
、
若
し
異
い
い
要
求
榔
の
性

質
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
銀
行
の
立
場
に
於
て
は
、
支
挽
準
備
金
ざ
し
て
差
支
な
き
罪
で
あ
る
。
黙
し
ぞ
れ

は
、
貸
出
銀
行
の
支
梯
準
備
金
で
あ
る
ぎ
同
時
に
、
借
入
銀
行
に
於
て
之
に
劃
す
る
支
梯
準
備
を
要
す
る
故
に
、

之
亦
銀
行
会
睡
の
立
場
じ
於
て
は
支
挽
準
備
金
ご
見
倣
す
金
得
な
い
。
夫
故
に
凡
て
の
銀
行
を
締
括
し
て
見
る
時

に
は
、
支
梯
準
備
金
は
究
極
に
於

τ、
銀
行
の
手
詐
現
金
(
及
び
中
央
銀
行
に
於
け
る
預
金
残
高
)
の
み
ぜ
な
る
。

第

預
金
(
本
源
的
預
金
ミ
源
生
的
預
金
)

預
金
に
は
、
前
週
の
如
く
、
直
接
現
金
の
預
入
に
依
る
も
の
ご
、
貸
付
の
手
取
金
の
振
替
に
依
る
も
の
さ
の
二

種
が
存
す
る
事
は
、
誰
し
も
認
め
る
所
で
あ
る
が
、
以
下
フ
イ

y
ッ
プ
ス
の
論
や
る
所
に
従
っ
て
、

を
明
ら
か
に
し
ゃ
う
。

雨
者
の
匝
別

彼
は
.
多
数
の
銀
行
よ
り
成
れ
る
銀
行
集
閤

(Fzzzm吋
印
百
円
四
ヨ
)
に
於
て
、
其
の
中
り
一
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ

た
る
現
金
預
金
が
、
銀
行
集
団
全
龍
ざ
し
て
、
数
倍
の
貸
付
寵
張
を
潟
す
を
得
し
め
る
基
礎
さ
な
る
さ
言
ふ
、
業

Phillips; pp. 40-52 10) 



の
遁
程
を
説
明
す
る
鴻
に
、
所
謂
本
源
的
預
金
(
匂
叫

E
白

々

己

4
2
5
又
は
直
接
預
金
)
さ
探
生
的
預
金

2
2守
主
5

号
}
M
O
M
-
z

又
は
振
替
預
金
)
ど
の
匝
別
に
、
特
に
注
意
を
梯
ム
可
き
事
を
要
求
し
て
ゐ
る
。

彼
の
定
義
に
従
べ
ば
、
「
本
源
的
預
金
さ
は
、
現
金
又
は
容
易
に
現
金
に
換
え
梓
ぺ
き
も
の
、
例
へ
ば
他
の
諸
銀

行
宛
の
小
切
手
及
び
潟
替
手
形
の
如
き
も
の
を
、
或
る
銀
行
に
現
質
に
預
入
れ
る
事
に
よ
っ
て
生
守
る
預
金
で
あ

っ
て
、
借
入
金
の
返
梼
を
見
越
し
て
潟
さ
れ
る
預
金
は
之
に
合
ま
れ
な
い
。
」
然
る
に
「
紙
生
的
預
金
ぜ
は
、
貸
付

4
h
直
接
に
生
や
る
預
金
、
或
は
借
入
金
の
逗
併
を
見
越
し
て
借
手
に
依
っ
て
積
み
込
ま
れ
る
預
金
で
あ
L
o』

此
の
匝
別
仁
付
て
は
、
先
づ
、
借
手
が
借
入
金
の
誕
梼
営
見
越
し
て
詰
h
u
預
金
炉
、
何
故
誕
生
的
預
金
じ
入
れ

ら
る
可
き
か
ぜ
言
ふ
事
が
問
題
ぜ
な

b
h
一
見
仁
一
見
、
期
か
る
事
一
伊
賀
際
行
は
れ
居
る
や
否
や
が
疑
問
ぜ
な
る
。
熱

し
乍
ら
此
の
賠
に
闘
す
る
説
明
は
後
に
譲
っ
て
、
今
は
一
臆
彼
の
匝
別
を
認
め
る
事
ご
す
る
。

次
に
彼
の
所
謂
本
源
的
預
金
な
る
も
の
を
見
る
仁
、
之
は
商
人
が
、
日
々
の
支
梯
じ
小
切
手
を
周
ふ
る
震
に
、

或
は
時
間
来
不
時
の
資
金
必
要
に
備
ふ
る
鴻
に
、
更
じ
は
又
安
全
な
る
保
管
の
目
的
の
潟
に
、
目
下
不
用
の
現
金

を
、
銀
行
に
預
入
れ
る
事
に
依
っ
て
生
や
る
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
商
人
に
ご
り
で
は
、
不
時
に
多
額
の
資
金
を
要

す
る
事
多
く
、
斯
か
る
際
に
彼
等
が
銀
行
よ
h
融
通
を
受
け
得
る
額
は
、
勿
論
杭
等
の
経
梼
カ
如
何
じ
も
よ
る
で

ゐ
ら
う
が
、
概
ね
、
彼
等
が
平
常
其
の
銀
行
い
残
し
置
く
卒
均
預
金
蔑
高
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
故

に
斯
か
る
預
金
残
高
を
可
成
h
ノ
豊
富
に
有
す
る
事
は
、
預
金
者
た
る
商
人
に
芝

b
て
、
不
時
の
資
金
需
要
に
罰
す

る
一
一
種
ゆ
保
険
さ
な
る
も
の
で
め
っ
て
、
代
表
的
な
る
商
人
は
、
常
じ
埴
度
の
残
高
を
維
持
せ
ん
す
」
努
め
る
も
の

で
あ
る
。
斯
か
る
貼
よ
り
本
源
的
預
金
は
、
之
を
個
々
の
預
金
者
に
付
き
一
日
一
日
の
蔑
高
を
見
る
な
ら
ば
、
多

設
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銀
行
白
信
用
膨
般
に
就
て

少
の
麗
動
は
免
れ
得
な
い
で
あ
ら
う
が
、
多
数
の
預
金
者
を
有
す
る
銀
行
に
付
て
、

ら
ば
、
大
瞳
じ
於
て
恒
定
的
な
る
残
高
を
示
す
で
あ
る
b
う。

然
る
に
仮
生
的
預
金
は
全
く
之
さ
性
質
を
異
に
し
、
本
源
的
預
金
の
獲
高
の
上
に
加
へ
ら
る
る
も
の
で
わ
っ

て
、
貸
付
の
初
期
に
於
て
は
其
の
残
高
非
常
に
高
き
も
、
久
し
か
ら
令
し
て
急
激
に
其
の
額
を
減
じ
行
く
も
の
で

あ
る
。
蓋
し
借
手
が
銀
行
に
貸
付
の
要
求
を
震
す
は
、
資
金
の
必
要
が
あ
っ
て
、
而
も
自
己
の
所
有
の
額
に
て
は

不
足
な
場
合
に
、
之
を
制
ふ
潟
に
す
る
を
普
通
ざ
す
る
故
、
一
旦
貸
付
を
受
く
れ
ば
、
彼
は
ほ
ち
に
之
に
罰
し
て

小
切
手
を
振
出
す
の
は
嘗
然
の
事
で
あ
る
。
只
彼
の
振
出
し
代
る
小
切
手
が
、
再
び
銀
行
仁
民
h
ノ
来
る
迄
の
数
日

聞
は
、
明
ら
か
に
高
き
藤
高
を
示
す
で
あ
る
り
う
。

一
定
の
長
き
期
聞
を
見
る
な

衣
じ
フ
イ
リ
ノ
ツ
プ
ス
は
、
『
典
型
的
な
る
借
手
は
、
返
梼
の
鴻
に
責
金
を
粛
む
も
の
な
る
故
、
汲
生
的
預
金
の
獲

高
は
、
返
梼
期
目
の
近
付
〈
に
従
ひ
、
漸
究
増
大
し
て
遂
に
札
借
入
金
の
緯
額
に
迄
達
し
、
其
の
返
済
せ
ら
れ
た

る
時
に
は
、
急
速
に
最
初
の
莱
準
に
落
下
す
る
も
の
で
あ
る
』
さ
言
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
蕗
に
遁
ぺ
た
る
「
典

型
的
な
る
借
手
は
、
借
入
金
の
返
済
の
震
に
預
金
を
積
ん
で
置
く
」
さ
云
ふ
勤
は
、
正
に
前
に
留
保
し
た
る
疑
問

で
あ
る
。

商
人
が
斯
か
る
貸
付
を
要
求
す
る
事
情
に
は
種
々
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
要
す
る
に
返
済
期
日
に
際
し
て
、
償
却

資
金
を
得
る
さ
言
ふ
確
信
の
あ
る
事
を
必
要
さ
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
若
し
斯
か
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
銀
行
に

於
て
貸
付
を
許
容
し
な
い
で
あ
ら
う
。
故
に
銀
行
に
於
て
確
質
な
る
貸
付
を
な
せ
る
限
り
、
或
は
返
済
の
第
に
預

金
を
頼
み
置
く
か
、
或
は
一
時
に
金
額
を
支
抑
ふ
か
に
よ
b
て
、
返
済
期
日
に
は
完
全
に
債
務
の
消
却
さ
る
る
事
を

13) Ph山 pSj p・ 41
14) jbjd. 



PEII CC/Vr 
Q~' i..IJ!f AI 
L". 14~ 

P.!sCENT 
UF /..DA tr 

"・ ...If

説

80 

• • 乍，.

e
e
d
 

z
 '
 

6' 

•• 
'(-O 

". 
ル/

-fA""1/バY lJ.fiPOS/TS幽

晦調・=個園陸冨園田園薗竃置置冒置量置置圃圃E

ー 第)

F 司

手E

銀
行
の
信
用
膨
肱
に
就
て

必
要
ご
す
る

(
勿
論
質
際
の
場
合
ご
し
て
は
、
借
換
又
は
手
形
書
換
に
よ

り
て
、
現
金
の
挽
込
無
き
場
合
も
生
守
る
で
ゐ
ら
う
が
、
ぞ
れ
は
只
期
限

(聞

の
延
長
さ
れ
た
る
マ
」
同
じ
で
ゐ
っ
て
、
事
買
に
何
等
の
相
違
が
な
い
)
。
此

の
際
に
於
て
借
入
金
の
返
済
の
震
に
積
置
く
預
金
も
、
返
済
の
震
に
一
時

仁
榔
込
む
も
の
も
、
其
の
性
質
は
共
に
同
じ
く
、
期
か
る
預
金
の
存
す
る

以
上
は
、
之
を
汲
生
的
預
金
に
入
る
可
き
で
わ
っ
て
、
本
源
的
預
金
に
入

れ
る
可
き
何
等
の
理
由
を
見
出
し
得
な
い
。

前
プ
イ

y
ッ
プ
ス
は
、
「
祇
生
的
預
金
の
残
高
は
、
之
を
個
々
の
貸
付
じ

付
て
見
る
時
は
、
常
に
急
激
に
し
て
踊
著
な
る
麓
化

ee示
す
も
の
な
る

が
、
其
の
銀
行
に
於
け
る
多
数
の
貸
付
を
総
括
し
て
見
れ
ば
、
組
額
じ
於

て
大
館
一
定
せ
ん
三
す
る
の
傾
向
が
あ
る
』
ピ
言
っ
て
、
上
の
ニ
圃
を
掲

げ
て
ゐ
乙
。

筒l川

第

横
軸
川
は
時
間
を
一
不
す
線
で
あ
う
て
、
典
型
的
借
手
町
預
金
礎
高
総
額
佐
叶
軸
よ

m
垂
直
距
離

に
よ
ヲ
で
測
ら
れ
る
。
側
は
章
子
が
貸
付
を
受
け
る
以
前
に
有
せ
し
木
源
的
預
金
の
警
官
」
意

味
し
、
肌
及
び
間
線
は
滋
生
的
預
金
残
高
の
貸
付
金
額
に
謝
す
る
割
合
を
示
し
て
ゐ
る
。
故
に

借
手
は
貸
付
の
直
後
に
於
て
は
、
水
源
的
預
金
時
高
白
川
一
に
、
混
生
的
預
金
蝿
高
白
山
を
加
へ

た
衡
を
持
ヲ
で
ゐ
る
。
叉
札
一
線
は
滋
巴
パ
J

的
預
金
残
高
の
制
型
化
す
る
告
却
を
示
す
も
の
?
の
っ
て

説

6つ

明
第
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十
谷
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五
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抗

ノ、
'1ι: 

】l】id
ibid. p・43

15) 
16) 



説

手E

銀
行
の
信
用
膨
脹
に
就
て

9島pce，ν7
"FJ制作S

'.0 
ro 

4・
，.. 

.IIJ 

日一一一一一一一-一一一一一一一--Ci

告生~J
/( l(， 

J Dd I 

J. 

PI!.I，刷局rρ'ep叩 TS

ー、、、・・・・a・・h

』ーへ「¥『ヘ』ー ; 
ーーー-ー-・・ 司、-.... -「

副開田町田-副園田盟副・ーー圃固由圏直畠-ョ動

第
一
一
一
十
巻

a
J
-
、

古
仰
ト
J

ノ

第
六
吹

ノ、
ムノ、

貸
付
の
初
期
に
於
て
は
下
降
す
る
も
、
返
務
期
日
に
近
付
け
ば
再
び
上
昇
し
、

返
済
さ
る
L

に
及
ん
で
再
び
貸
付
以
前
白
一
千
準
に
復
蹄
ず
る
。

第

二

闘

の

説

明

ュ
・

ι・
ふ
ゐ
如
き
多
く
の
曲
線
は
、
各
舗
の
汲
生
的
預
金
浅
高
を
一
市
ナ
も
白

F

K

K

:

:

 

で
あ
っ
て
、
山
一
線
上
叫
聞
の
一
蹴
C
よ
り
、
同
教
の
尚
線
を
切
断
す
る
様
に
垂

線
を
立
て
、
其
の
各
キ
白
切
断
動
に
於
け
る
混
生
的
預
金
戎
高
の
割
合
を
平
均

す
れ
ば
、
常
に
同
じ
低
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第)

個
々
の
汲
生
的
預
金
蔵
高

第
二
闘
に
示
さ
れ
た
る
乱
・
叫
・
叫
等
の
諸
曲
線
の

如
く
に
、
何
れ
も
同
じ
形
を
取
る
も
の
で
な
く
、
斯
か
る
個

々
の
卒
均
残
高
が
貸
付
金
額
に
劃
す
る
割
合
は
、
借
手
の
如

何
に
よ
h
て
非
常
な
差
異
が
あ
り
、
且
つ
個
々
の
銀
行
に
於

げ
る
卒
均
割
合
を
見
る
も
.
可
成
b
の
煮
異
あ
る
を
認
め
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
も
彼
は
、
米
国
各
地
方
の
代
表
的
銀
行

二
十
六
行
に
付
て
、
斯
か
る
一
や
均
割
合
を
求
め
て
之
を
表
示

し
、
最
後
に
、
米
幽
に
於
て
は
、
総
て
の
銀
行
を
鱒
括
し
て
見

れ
ば
、
振
生
的
預
令
残
高
の
貸
付
金
額
に
針
す
る
割
合
は
、

勿
'
諭
彼
プ
イ
リ
ッ
プ
只
も
、

カf

(閲

大
略
五

.ρ1
セ
ン
ト
よ
り
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
聞
に
存
す

53・i!Jid， P <7) 



る
も
の
ご
結
論
し
て
ゐ
る
ο

然
し
乍
ら
、
此
の
源
生
的
預
金
残
高
の
貸
付
金
額
仁
劃
す
る
平
均
比
率
は
、
次
じ
遮
h

ゆ
る
所
の
、
-
佃
の
銀
行

に
於
り
る
貸
付
繍
張
可
能
限
度
の
測
定
に
於
て
、
重
要
な
る
決
定
要
素
さ
な
る
故
に
、
彼
の
結
論
に
費
し
て
は
一

言
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
卸
も
己
に
前
越
の
如
く
、
今
日
の
商
業
銀
行
に
於
て
は
、
未
だ
業
の
預
金
が
綿
て
管

座
預
金
の
み
よ
り
成
る
も
の
で
な
く
、
定
期
預
金
を
も
多
分
に
合
め
る
故
に
、
純
粋
な
る
商
業
銀
行
を
服
定
せ
る

場
合
じ
は
、
ア
イ
リ
ッ
プ
ス
の
特
た
る
が
加
き
値
セ
其
の
僚
、
適
用
す
る
を
特
な
い
の
で
あ
る
の
蓋
し
銀
行
は
、
定

期
預
金
の
受
入
に
於
て
も
業
の
一
部
を
以
て
貸
付
を
行
ふ
の
で
あ
る
が
、
斯
か
る
場
合
に
於
て
は
、
預
金
が
直
も

じ
引
出
合
る
る
も
の
で
は
な
〈
、

J

定
の
期
間
据
荒
か
れ
る
も
の
で
ゐ
る
所
ょ
。
、
比
般
的
長
期
の
貸
付
が
行
は

れ
、
所
謂
費
本
投
資
の
形
を
執
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
之
を
以
て
は
、
謹
券
貸
付
又
は
低
常
貸
付
等
の
行
は
る

る
事
多
'
¥
之
等
は
源
生
的
預
金
蔑
高
を
漉
す
事
極
め
て
少
き
も
の
で
あ
る
。
故
に
若
し
フ
イ
叫
ノ
ツ
プ
ス
の
得
た

る
比
率
の
値
が
・
現
貫
の
商
業
銀
行
に
於
け
る
諸
種
の
貸
付
の
結
果
、
銀
行
に
蔑
さ
れ
た
る
涙
生
的
預
金
残
高
の

卒
均
比
率
で
あ
る
ご
す
る
な
ら
ば
、
之
を
以
て
は
、
商
業
銀
行
が
業
の
本
質
的
職
能
を
行
ふ
場
合
に
於
げ
る
、
強

生
的
預
金
獲
高
の
比
率
ざ
す
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
明
か
に
之
よ
り
幾
分
高
き
値
を
執
る
可
き
で
あ
る
。
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